
現場の仕事を、1枚の図に。
AIに任せる仕事が、決まります。

業務の整理から、AIの導⼊・効果の確認まで

サービス紹介資料

2026年10⽉ 株式会社TechWorker
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⽬次
私たちのご紹介、よくある課題、CompanyMap AI の中⾝、⽀援の事例と始め⽅の順にご説明します

01 私たちについて

02 よくある課題

03 CompanyMap AI

04 ⽀援の事例と、始め⽅

CompanyMap AI / サービス紹介資料 02

会社概要・代表と取締役・⽀援の事例 p.3〜8

どの業務から始めるかで⽌まる、4つの場⾯ p.9〜14

集め⽅・お渡しするもの・進め⽅・データの扱い p.15〜22

1,300件超の業務・製薬・化学・建設・2週間の始め⽅ p.23〜28
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私たちについて

会社概要、代表と取締役、⽀援の事例
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会社概要

株式会社TechWorker
業務の⽂脈を整理し、企業のAI活⽤を⽀える

設⽴ 2023年12⽉

代表者 古野 光太朗
代表取締役 CEO兼CTO

取締役 ⼭本 敏⾏
Chatwork創業者 / Power Angels CEO

所在地 東京都新宿区⻄早稲⽥
⼀丁⽬22番3号

⽣成AIコンサル・研修・導⼊⽀援

45 社 2,500 名以上
⽣成AI定着⽀援の社数と研修の受講者数（協業を含む）

主な事業・サービス

⽣成AIコンサルティング
⽣成AI研修・⼈材育成
Microsoft 365 Copilot 活⽤⽀援
AI受託開発

現場の仕事を、1枚の図に

仕事の流れを1枚の業務図にし、
AIに任せる仕事を決める

CompanyMap AI / サービス紹介資料 04



代表紹介

企業の業務⽂脈を、
AIが理解できる形に。
取り組むテーマ
業務の背景や現場の判断基準を整理し、
企業の知識を、AIが仕事で使える状態にする。

事業と技術の両⾯から⽀援
早稲⽥⼤学商学部。早稲⽥スタートアップサークルWit代表。
ペンシルベニア⼤学ELPへ半年間留学。
⼭本敏⾏とポッドキャスト「#RoadToIPO」を配信。
Giveryで上場企業向け⽣成AIコンサルティングに従事。
2023年3⽉に⽣成AIメディアを⽴ち上げ。
2023年12⽉にTechWorkerを創業。
⽣成AIの導⼊・研修・開発を担う。
CompanyMap AI・CoeSignalを開発。

株式会社TechWorker 代表取締役 CEO兼CTO

古野光太朗
CompanyMap AI / サービス紹介資料 05



取締役紹介

ITを、企業の現場で
役⽴つものに。
取り組むテーマ
Chatworkの創業と海外展開の経験をもとに、
新規事業の⽴ち上げと起業家の成⻑を⽀える。

経歴・現在の役割
中央⼤学在学中、2000年にロサンゼルスでEC studio創業。
2011年にChatwork提供開始。2012年に⽶国法⼈設⽴。
シリコンバレーで5年間、グローバル展開に従事。
2018年に代表を退任。Chatworkは2019年に上場。
Power Angels CEOとして起業家と投資家をつなぐ。
⽇本エンジェル投資家協会 代表理事。
古野光太朗と「#RoadToIPO」で起業・経営を発信。

株式会社TechWorker 取締役

⼭本敏⾏
CompanyMap AI / サービス紹介資料 06



これまでの⽀援の事例

CompanyMap AI / サービス紹介資料 07

さくらインターネット様のほか、製薬・化学・建設の部⾨で、AIを仕事に組み込んできました

IT・クラウド｜全社

さくらインターネット
株式会社

約300名
全社員が対象

全社員が、⾃分の業務で
AIを使える状態に

詳しくは p.8

外資系⼤⼿製薬企業

マーケティング部⾨

数百万円／年

外注費を削減

外部に頼んでいた市場
リサーチを社内で

詳しくは p.25

東証プライム 総合化学

新規事業部⾨

1時間
発散から収束まで

新素材の⽤途探索を
⼿順にし、特許を出願中

詳しくは p.26

東証プライム 建設企業

全社（進⾏中）

部⾨別
AI活⽤のロードマップ

部⾨ごとの業務を踏まえ、
全社で段階的に

詳しくは p.27

どの⽀援も、部⾨ごとの仕事の流れに合わせて設計しています。

出典：TechWorker 導⼊事例（techworker.co.jp/cases）。さくらインターネット様以外は、守秘義務によりお客さまの社名を出していません



全社員約300名が、⾃分の業務でAIを使える状態に

CompanyMap AI / サービス紹介資料 08

⽀援の事例｜さくらインターネット株式会社（全社）

約300名
全社員が対象

3回
研修・ワークショップ

困っていたこと 法⼈契約は済んでいたが、業務で使えている社員は
ごく⼀部。「何に使えるのか」が現場に広がらず、
効果が⾒えなかった

やったこと 部⾨ごとの業務の⽂脈に合わせた実践型の研修。
⽣成AIの基礎と最新の動き、業務での使い⽅、
社内のデータとAIをつなぐ「コンテキスト整理」、
安全に使うための注意点、ハンズオンのワークショップ

変わったこと 社員が「⾃分の業務でどう使うか」を分かった状態に。
部⾨ごとの具体的な使い⽅を体系化しました

同じAIでも、部⾨ごとの業務の流れに合わせると、使われるようになりました。この経験が、いまの取り組みの元です。
出典：TechWorkerの導⼊事例ページ、2024年5⽉7⽇のお知らせ（PR TIMESに掲載）。ロゴ：さくらインターネット株式会社
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よくある課題

AIを使いたい。でも、どの業務から始めればいいか分からない
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AIを使いたい。でも、どの業務から始めればいいか分からない
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決める前に、現場の仕事そのものが、こんなところで⽌まっています

40.0% 2026年の国内調査で、⽣成AIを活⽤している企業が「活⽤すべき業務の範囲」を課題に挙げた割合

①
来春、あの⼈が辞める。
この部署の仕事を、誰も引き継げない。

休むと業務が回らないと感じる 52.3%

p.11 ②
⽉末の集計が、
前任者のマクロで⽌まる。

前任者の「謎マクロ・関数」に苦労した 64.2%

p.12

③
システムを⼊れ替えたら、
現場の「例外」で⽌まった。

p.13 ④
⼿順書はあるのに、
結局「あの⼈」に聞いている。

ノウハウが「⼀部のみ⾔語化」か「頭の中」 62.2%

p.14

⽌まるのは、AIを選ぶ前。「どの仕事を、どう変えるか」が決まらないところです。
出典：40.0%＝帝国データバンク「⽣成AIに関する企業の動向調査」2026年5⽉公表（有効回答10,312社のうち、⽣成AIを活⽤する3,560社の回答）／52.3%・64.2%＝NTTデータ ビジネスブレインズ 営業事
務経験3年以上の221⼈への調査 2026年8⽉公表／62.2%＝ネオス「企業のAI活⽤に関する実態調査」2026年9⽉（就業者500名）



①来春、あの⼈が辞める
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この部署の仕事を、誰も引き継げない

退職・異動・定年、システムの⼊れ替え。期限は決まっているの
に、業務の洗い出しが終わりません。担当・資料・例外の対応が
散らばっていて、説明と確認を何度も繰り返しています。

52.3%
⾃分が休むと、業務が回らないと感じる

出典：NTTデータ ビジネスブレインズ 営業事務経験3年以上の221⼈への調査（2026年8⽉公表）

CompanyMap AI は、担当・資料・例外の対応を、1枚の業務図にまとめます。



②⽉末の集計が、前任者のマクロで⽌まる

CompanyMap AI / サービス紹介資料 12

集計や請求が、中⾝を誰も知らないExcelで回っています

⽉末に壊れると直せる⼈がおらず、締めは残業で間に合わせてい
ます。

64.2%
前任者の「謎マクロ・関数」に苦労した

出典：NTTデータ ビジネスブレインズ 営業事務経験3年以上の221⼈への調査（2026年8⽉公表）

どの⼯程で、どのExcelを使い、どこが壊れているかまで、業務図に載せます。



③システムを⼊れ替えたら、現場の「例外」で⽌まった
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要件定義に載っていたのは、⼿順書どおりの流れだけでした

納期が短いときの確認や、FAXの注⽂の転記は、稼働してから分
かりました。

稼働してから⾒つかった例外（例）

納期が短いときの確認

FAXの注⽂の転記

得意先Aだけの特例の単価

⼿順書にない例外を、聞き取りで理由まで確かめ、業務図に残します。



④⼿順書はあるのに、結局「あの⼈」に聞いている
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判断の基準が、ベテランの頭の中にあります

⼿順書は作った⽇のままで、現場のやり⽅と⾷い違っています。
その⼈が休むと、仕事が⽌まります。

62.2%
業務のノウハウが「⼀部のみ⾔語化」か
「ほとんど個⼈の頭の中」
出典：ネオス「企業のAI活⽤に関する実態調査」2026年9⽉（就業者500名）

ベテランの判断の基準を、聞き取りで⾔葉にし、業務図に残します。



03

CompanyMap AI

現場の仕事を1枚の図にして、AIに任せる仕事を決める。集め⽅・お渡しするもの・進め⽅
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現場の仕事を、1枚の図に。AIに任せる仕事が、決まります
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CompanyMap AIは、担当者への聞き取りや⼿元の資料から、仕事の流れを1枚の図（業務図）にするサービスです

01 集める

聞き取り・資料・記録
担当者への聞き取りに、⼿元の資料や
業務の記録を重ねます

02 図にする

仕事の流れを、1枚の業務図に
担当・順番・使うツール・
判断の分かれ⽬をまとめます

03 決める

AIに任せる仕事と、
⼈が判断する仕事を分ける
図を⾒ながら、現場と⼀緒に決めます

決まったあとは、実装担当（FDE）が構築から効果の確認まで⼀緒に進めます。



業務の情報は、3つの⽅法で集めます
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担当者への聞き取り、⼿元の資料、業務の記録。この3つを組み合わせて、現場の仕事を1枚の図にします

01 ／ 聞く

インタビューで聞く
AIが担当者に質問します。⼿順書にない
判断や例外を、理由まで確かめます。

02 ／ 読む

⼿元の資料を読む
⼿順書、Excel、議事録など、いまある資
料から仕事の流れをたどります。

03 ／ たどる

業務の記録を⾒る
共有いただける履歴や画⾯の記録から、
実際の⼿順と待ち時間を確かめます。

3つすべてを使う必要はありません。資料がなくても、お話から描けます。



お渡しするもの 1 業務図
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担当・順番・使うツール・判断の分かれ⽬を、1枚にまとめます。AIに任せる⼯程と、⼈が残す判断に印が付きます

受注処理 営業部／⼯程 7 AIに任せる AIが下書き・⼈が確かめる ⼈が⾏う 例外

営業

例外

ツール
・AI

データ

①注⽂を受付
メール・FAX

② FAXの注⽂を転記
AIに任せる・−15.6時間/
⽉

③内容を確認
在庫・単価

⑥出荷を依頼
倉庫へ

⑦返品のときの処理
週に数回・⽥中さんだけ

④納期が短い
ときの判断
判断の基準は⽥中さんだけ

記載漏れの差し戻し
AIが下書き・⼈が送る

⑤システムに登録
AIに任せる・⼈が最後に確
かめる

X 受注台帳.xlsx
他のブックを参照 3

X 売上集計_v12.xlsm
! #REF! 2・作った⼈ 退職

W 受注処理マニュアル.docx
最終更新 2021/04

A

B

C

この図から分かること

A AIに任せる⼯程 2
FAXの注⽂の転記と、システ
ムへの登録。⽉ 約18時間が
浮く⾒込みです

B 1⼈しか分からない判断 2
納期が短いときの判断と、
返品の処理。基準を知って
いるのは⽥中さんだけです

C 点検が要るExcel 2
ほかのブックを参照する台
帳と、#REF! の残る集計。
作った⼈は退職しています

業務図：CompanyMap AI（受注処理の例。会社・担当者・数字は説明⽤の例です）。現場と⼀緒に確かめた図なので、社内の説明や稟議にそのまま使えます



お渡しするもの 2 改善候補の⼀覧
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詰まっている所、かかっている時間、AIに任せられる⼯程を並べ、最初に⼿を付ける順番を⽰します

AIに任せる順番 業務図に⼊れた回数と時間から計算します

⼈の作業（⽉）

118時間 → 78時間
業務図 7枚の合計

浮く時間（⽉）

40時間
≈ ⽉16万円

決めることが残っている業務

2
問い合わせの⼀次対応・返品のときの処理

最初に任せる3つ 浮く時間の⼤きい順。「!」が残っている⼯程は、決めることに答えると始められます

1 FAXの注⽂を転記
受注処理・⼯程2

−15.6時間／⽉
⼈が⾏う → AIに任せる

すぐ始められます

2 問い合わせの⼀次回答
問い合わせ対応・⼯程2

−10時間／⽉
⼈が⾏う → AIが下書き・⼈が確かめる

! あと1つ決めること：AIにさせない範囲

3 ⽉次集計のチェック
⽉次集計・⼯程1

−8時間／⽉
⼈が⾏う → AIが下書き・⼈が確かめる

すぐ始められます

次の候補 業務 担い⼿ 浮く時間（⽉） 準備

4 ⾒積の下書き ⾒積の作成 ⼈が⾏う → AIが下書き −3時間 始められます
5 請求書の発⾏ 請求書の発⾏ ⼈が⾏う → AIに任せる −2.4時間 始められます
6 返品のときの処理 受注処理 ⼈が⾏う（例外） ̶ ! あと2つ：返⾦の上限・承認する⼈

動き始めたあとは、浮いた時間を毎⽉記録し、役員向けの1枚にまとめます。
画⾯：CompanyMap AI の「AIに任せる順番」（受注処理などの例。数字は説明⽤の例です）



業務図はCompanyMap AIが作り、構築は実装担当が進めます
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お客さまにお願いするのは、聞き取りに答えることと、変える仕事を決めることの2つです

対象業務の選定 構築 導⼊ 効果検証

■ CompanyMap AI
業務図を作り、任せる仕事を決めます

○ 実装担当（FDE）
構築・導⼊・効果の確認を、現場で進めます

■
CompanyMap AI（製品）
担当者に質問し、資料と履歴を読ん
で、業務図の下書きを作ります。詰
まりと時間の⼀覧、毎⽉の効果の記
録も製品が出します。

○
実装担当（FDE）
だれに何を聞くかを決め、図を現場
と確かめます。候補を絞り、AIと
ツールを組み込み、現場に説明し、
毎⽉振り返ります。

□
お客さま
担当者が聞き取りに答えます。最初
に任せる⼯程を選び、試す⼈を決め、
現場で使い、役員に報告します。



⾃社で使って分かったこと
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TechWorker⾃社の業務で使った結果（2026年9⽉29⽇時点）

⾃社の業務図21枚で数えると

153
書き出した⼯程
1枚あたり約7⼯程

42
できる⼈が1⼈の⼯程
全体の27%

25
詰まりがある⼯程
全体の16%

72
AIに任せる候補の⼯程
全体の47%

浮く時間は、貴社の仕事で
⼀緒に測ります

浮く時間（⽉）＝
⽉の回数 × 1回あたりに減る⼈の時間

⽉の回数と1回の時間を⼊れると、
業務図の上で計算されます。
構築のあとは、
浮いた時間を毎⽉記録します。

まだ社外の数字はありません。最初の業務で、浮いた時間を⼀緒に確かめます。

出典：診断の報告書（TechWorker⾃社の業務図、2026年9⽉29⽇時点）



データの扱いと、社員の⽅へのご案内
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情報システム・⼈事のご確認に向けて、いまの仕様をまとめました

聞き取りに答える社員の⽅へ

名前・連絡先は聞きません（匿名で答えます）

同じ役割が5⼈未満なら、役割を出しません

⼈事評価には使いません

録⾳は、⽂字起こしと分析に使います
保管の期間は、ご契約で決めます

業務図と資料の扱い

⾒られる⼈ 招待した⽅だけ（メールの確認コードでログイン）
会社ごとに分けて、操作の記録も残します

使うAI 業務図の下書きと直し⽅の提案に、
Anthropic の Claude（Cloudflare 経由）

AIの権限 直し⽅を提案するだけ
業務図は⼈が変えます

消し⽅ ご契約の終了時に、業務図・資料・記録を
消せます。保存期間はご契約時に決めます

国内だけでの保存、第三者による診断、SSO は、個別にご相談ください。

2026年10⽉時点の仕様です。聞き取りの基盤は、当社が開発・運⽤する CoeSignal です
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⽀援の事例と、始め⽅

1,300件超の業務、製薬・化学・建設の事例、まずは1つの業務を2週間で
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研修・定着⽀援で⾒てきた業務は、1,300件超
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パートナー企業との協業で、受講者のワークシートを1件ずつ添削してきました

120件超
ワークシートを読み込み
受講者・チームごとのシート

1,300件超
業務を⾒てきた
AIに任せる候補として挙がった業務

150件超
AIへの指⽰を⾒てきた
プロンプト（AIへの指⽰⽂）のシート

01 業務を選ぶ
受講者が挙げた業務から、
AIに任せやすいものを選びます

→

02 指⽰を直す
AIへの指⽰（プロンプト）を、
1件ずつ添削します

→

03 現場で使える形に
読み取りの誤り・⼈の確認・
出⼒の形まで⾒て仕上げます

1件ずつ⾒ると、AIに任せる前の段階で、業務の流れと判断の基準が書き出されていませんでした。
そこで、現場の仕事を1枚の業務図にする「CompanyMap AI」をつくりました。

パートナー企業との協業による⽣成AIの研修・定着⽀援（2026年）。⼿元に残るワークシートのファイルで数え、版の重複は除いています



外部に頼んでいた市場リサーチを、社内でできるように
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⽀援の事例｜外資系⼤⼿製薬企業 マーケティング部⾨

数百万円／年

外注費を削減

内製化
社員が誰でも・いつでも調べられる

困っていたこと 疾患・薬剤の市場リサーチを外部のコンサルに委託し、
外注費は年間数百万円。結果だけが届き、
調べ⽅が社内に残らなかった

やったこと ⽣成AIの調査機能（Deep Research）を使う対⾯研修を
複数回。プロンプトの作成代⾏と伴⾛⽀援を組み合わせ、
社員が⾃分で調べられる環境をつくった

変わったこと リサーチを完全に内製化し、社員が誰でも・いつでも
調べられる状態に。年間数百万円規模の外注費を削減

調べ⽅を⼿順にして残すと、外に頼んでいた仕事も社内とAIで回せます。CompanyMap AI は、これを部署全体に広げます。
出典：TechWorker 導⼊事例（techworker.co.jp/cases）。さくらインターネット様以外は、守秘義務によりお客さまの社名を出していません



新素材の⽤途探索を、1時間で発散から収束まで
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⽀援の事例｜東証プライム上場総合化学メーカー新規事業部⾨

1時間
アイデアの発散から収束まで

特許出願中

つくった⼿法で

困っていたこと 新規事業の探索は1,000件のうち成功が3件ほど。
時間も外部調査の予算も⾜りず、新素材の⽤途探索は
研究者の経験と勘に頼っていた

やったこと 市場性・技術の難しさ・⾃社の⽅針との合い⽅の
3つの観点で評価する⼿順を、AIへの指⽰に
落とし込み、発散から収束までを1本の流れにした

変わったこと 1時間で発散から収束まで終える⼿法ができ、
その⼿法で特許を出願中。経験と勘に頼っていた
仕事が、だれでも回せる⼿順になった

経験と勘に頼っていた仕事も、⼿順にするとAIと回せる。CompanyMap AI は、その⼿順を社員への聞き取りから作ります。
出典：TechWorker 導⼊事例（techworker.co.jp/cases）。さくらインターネット様以外は、守秘義務によりお客さまの社名を出していません



部⾨ごとに違う業務を踏まえて、全社のAI活⽤を段階的に
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⽀援の事例｜東証プライム上場 建設企業（進⾏中）

部⾨別
AI活⽤のロードマップ

横展開
先⾏する部⾨の成功例を広げる仕組み

困っていたこと 経営層はAI活⽤を掲げているが、部⾨ごとに
業務の特性が⼤きく違い、全社で同じように進める
道筋が⾒えなかった

やったこと 複数の部⾨にまたがるAI導⼊の設計を伴⾛。
部⾨ごとの業務の特性を踏まえて導⼊計画を作り、
部⾨別のロードマップにした

進んでいること 先⾏する部⾨の成功例を、ほかの部⾨へ広げる
仕組みを作り、全社でのAI活⽤を段階的に進めている

部署ごとに仕事は違います。だから CompanyMap AI は、1つの業務から図にして、ほかの業務と部署へ広げます。
出典：TechWorker 導⼊事例（techworker.co.jp/cases）。さくらインターネット様以外は、守秘義務によりお客さまの社名を出していません



まずは1つの業務を、2週間で図にします
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担当者への聞き取りと⼿元の資料があれば始められます。構築に進むかどうかは、図を⾒てから決めていただけます

1週⽬

聞き取りと読み込み
担当者とベテランに聞き取りをし、
⼿順書・Excel・履歴を読み込みます。

2週⽬

業務図と改善候補をお渡し
1枚の業務図と、改善候補の⼀覧を
お渡しします。業務の整理だけの
ご依頼も承ります。

対象業務ごとに

構築・導⼊・効果の確認
決めた⼯程にAIやツールを組み込み、
浮いた時間を毎⽉確かめます。
実装は別途お⾒積もりします。

最初の1枚は無料

無料相談の時間で、業務図をおつくりします
30分のオンラインで、その部署のお仕事を伺いながら、AIに任せられるところが分かる業務図
を⼀緒につくります。⼿元の資料があれば、その場で使います。

お申し込み：techworker.co.jp/companymap/contact


